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家　庭　科

　特別活動と効果的な関連をはかった

中学校技術・家庭科（家庭分野）の題材開発

一
幼児とのふれあい体験学習一

藤　井　志　保

1，はじめに

　平成20年1月の中央教育審議会による学習指導

要領の改善に関する答申において，少子高齢化や

家庭の機能が十分に果たされていない状況に対応

するための教育の充実が挙げられている。具体的

な改善の基本方針として，技術・家庭科において

は，　「家族と家庭に関する教育と子育て理解のた

めの体験や高齢者との交流を重視する」ことや「実

践的・体験的な学習活動そして問題解決的な学習

をより一層重視する」ことが示されている。

　それを踏まえて平成24年度から実施される中

学校学習指導要領技術・家庭　家庭分野において

は，社会の変化への対応として，「幼児とのふれ

あい体験を重視すること」や履修方法として「生

活の課題と実践」に関する指導事項も設定され，

計画，実践，評価，改善という一連の学習活動を

重視し問題解決的な学習を進めることとなった1）。

　また，同様に中学校特別活動の学習指導要領の

改善の基本方針では，特に「よりより人間関係を

築く力の育成を重視する」ことが挙げられている。

そして，子どもたちが自分に自信が持てず，人間

関係に不安を感じていたり，好ましい人間関係を

築けず社会性の育成が不十分であったりすること

が課題であると述べられている2）。

　これらの課題を克服するためには，人と人とが

かかわる活動を積極的に取り入れ，実際に実践を

通して感じたり，単に実践に終わるだけでなく，

その活動を通じて，気付いたりしたことを振り返

り，言葉でまとめたり発表し合ったりする活動が

効果的である。

　こうした状況を踏まえ，昨年度地域の高齢の方

との交流学習を総合的な学習の時間，道徳の時間

と関連付けて，総合単元として取り組んだ流れを

生かし，今年度は，幼児とのふれあい体験学習を

特別活動と関連付けて取り組むこととした。

2，本研究のめざすもの

　筆者は昨年度までに「地域の高齢の方との交流

学習」の取り組みにおいて，家庭科という教科の

目標を超え学ぶべき要素がたくさんあると考え，

家庭科で身につけた知識や技能などを生かし，総

合的な学習の時間および道徳と関連させて，題材

開発を行った。

　その結果，子どもたちには，人と人とのかかわ

りをはじめ，物事を見通して計画実践することや，

高齢の方とのふれあい方，また誰かのために何か

をして相手の喜びが自分の喜びにもつながるよう

な経験をさせることができた。

　そこで今年度も，家庭科の時間に，幼児の心身

の発達について基礎的・基本的な知識を学び，そ

れを生かし，幼児とのふれあい体験学習に取り組

む流れを作った。幼児とのふれあいについては，

総合的な学習の時間と関連づけた。

　その中で，幼児とのおやつ作りについては，特

別活動でも取扱い，次の表1のように家庭科との

総合単元として実施した。

　このように他教科とも関連をもたせ，家庭科の

内容を発展させ，学んだ知識や技能をテーマ解決

の手段として用いて，他者と協同的に取り組みな

がら活用することで，より効果的に自分の実生活
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に生きてはたらく力に高めることができると考え

ている3）。

　本稿では，　「幼児とのふれあい体験学習～幼児

と共におやつを作ろう～」について，家庭科で学

んだことを特別活動など他教科との関連をはかる

ことでどのような相乗効果が得られつつあるか，

その題材開発の試みについて報告し，それに取り

組んだ子どもたちの変容を述べる。

表1　家庭科の「幼児のふれあい体験学習」と

　　総合的な学習の時間及び特別活動との関連を

　　図った学習の流れ

家庭科（16關） 総合的な学習の時間　特溺活動　課外活動

・自分の幼児期を振腿ろう

　　ペア幼児さんとの出会い

・幼児の心身の発達にっいて学ぼう①・幼児の生活と遊び蜘ろう①・幼児とふれあおう

・どんな運動会にするかその間いを考えよ

う。・自分たちが小学生だった時の取り組みを

振り返り，8年生としての自覚を持とう。

特活

幼児さんヘビデオレターを送ろう

運動会の踊りとメッセージを届ける

・運動会の幼小中合同種目「お兄さんとお姉

さんといっしょ」の演技内容を考えよう。
総合

・運動会の踊りの練習をしよう（8年生） 特活

・運動会の踊りの練習をしよう（4年生へ教える） 特活

・幼児の心身の発達について学ぼう②

幼児さんとの踊りの様子から学ぼう

・運動会の踊りを幼稚園さんと楽しく覚えよう 特活

・幼児の食生活について学ぼう

三原学園幼’紳合同運動会本 特活

幼児に適したおやつについて調べよう

｛夏休みの課題）生活の課題と実践

運動会を振り返ろう 特活

・8年生運動会実行委員が踊りを創る。・碑生との連　小などの準備
時間

外

・生活の課題と実践の手順にそって計画し

よう ・どんなおやつパ→：イーにするか

その問いを考えよう
特活

おやっの試し作りをしよう

・試し作りを振腿り本番の準備をしよう・幼児の生活と遊びを知ろう②～幼児のための絵本作りに向けて～

改善点を乱合い

幼児さんとのふれあいを大切に
総合

幼児さんと共におやつを作ろう
幼児さんとのふれあいから

学んだ事を交流しよう
特活

・幼児にとってどんなおやっが適してし、るか

おやつパーティーを振腿りながら学ぼう

・おやつパ→しイーの準備をする。・幼稚園の先生と連携をとる。

時間

外

3，三原学校園と家庭科でのふれあい体験学習

　本学校園は，同敷地内に幼稚園・小学校・中学

校がある幼小中一貫教育校で「人と人とのかかわ

り」「人間関係力」などをキーワードに，異校種，

異学年交流が盛んである。幼稚園と小学校で，あ

るいは小学校の異学年で「年長児と4年」　「1年

と5年」というようにペア学年がある。それは，

小学校と中学校でも「3年と7年（中1）」　「4年

と8年（中2）」と続き，行事などを中心に交流

活動を行っている。つまり多くの子どもが，幼児

期，児童期に年上の子どもや中学生との交流経験

を持つ。

　三原学校園の一番の大きな行事は幼小中合同大

運動会である。入場行進では，園児と中学生が手

をつないで入場するところから始まる。また，幼

小中合同であることを象徴する種目に「お兄さん

とお姉さんといっしょ」という園児・小学校4年・

中学校8年が一緒に踊る種目もある。これは，中学

校8年が，自分たちのカで園児が笑顔で踊れるよう

な踊りを一から作り，4年生に教え，さらに園児

に教え，共に踊るというものである。

　このような環境で子どもたちが育っているとい

うことが，中学校8年生（中学校2年生）の家庭

科で学ぶ幼児についての学習を支えている。

4，授業の実際（家庭科）

1）幼児との出会いのふれあい体験実施計画より

　①はじめに

　幼児の心身の成長発達について学んでいるが，

その学習を実践的・体験的に深めるために附属幼

稚園の4歳児とペアを組み，1年間で4～5回交

流する。そのふれあいを通じて，幼児の成長を感

じ取り，自分より幼い子へのかかわり方を学ぶ。

　またこの体験を通じて，「自分の幼いころ」を

振り返り，自分も家族や多くの人々に支えられ成

長してきたことに気付き，これからの生き方を見

つめるきっかけとなるようにする。

②出会いのふれあい体験学習の目標

・ペア幼児の名前を笑顔で呼び，1年間ペアとし

て一緒に遊ぶことを伝える。

・ 幼児の行動や特徴（表情・ことば・あそび・周

囲の仲間とのかかわり）を観察する。

・ 幼児が安心して遊べるようなかかわり方を考え，
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応答的にコミュニケーションをとる。

③日時　時間　9時30分～10時00分

　2011年5月12日（木）さくら組と8年2組

　　　　5月13日（金）すみれ組と8年1組

④日程

1時問目　被服室で事前学習

2時問目　9：20中学校玄関前へ移動→9：30園

庭へ集合（係からあいさつ）→ペア幼児と対面（自

己紹介）→写真撮影→園庭か部屋で遊ぶ→10：00

園庭へ集合（幼児と言葉を交わしあいさっ）→

10：10被服室集合ふり返り

⑤今後の主な取り組みの予定

　・ペア幼児へのメッセージカード作りをする。

　・6月の運動会では，ペア幼児と演技をする。

　・幼児のための絵本を作る。

　・幼児のためのおやつ作りをする。

2）　幼児とのふれあい体験の事前学習

　ペア幼児との出会いに向けて，適切なかかわり

方を考えることと，幼児の基本的生活習慣がどの

ようにして身につくのかを理解することを目標と

して取り組んだ。

　この学習において，創造的思考力を生かす手立

てとしては，幼児との出会いのふれあい方につい

て，　「小集団で具体的な考えを出し合い，実際に

役割演技を行って，クラス全体へ提案しその内容

を交流しあう」ことで課題解決させていった。

　ここでは課題解決した2つの場面を紹介する。

場面1：幼児との出会いの場面での接し方

　出会った時にどのように幼児に接するとよいか

個人の考えを書き，班で交流した。それをクラス

で交流し，理由も考えさせた。その後，その場面

を幼児役と中学生役になって演じ，考えた意見を

行動化できるようにした。

場面ll：幼児の基本的生活習慣の形成について

　生徒に，幼児が踊っている映像を見せ「幼児はな

ぜ踊れるようになったのか」を生活習慣の習得と

も重ねて考えさせた。生徒からは「真似たから」

「幼児も練習したから」という声が出た。そして

基本的生活習慣とは何かを理解させた上で，幼児

が自分でしようとして失敗する場面を設定し，大

人がどんな言葉をかければよいか，幼児が一人で

できる環境をどう整えたらよいかという視点で考

えさせた。そして，それを役割演技で班ごとに発

表させた。クラスにより反応は様々であったが，

生徒が提案した一例を示す（表2）。

表2　基本的生活習慣習得ための環境の整え方

　　について生徒が発案した内容
生徒が設定した場面 かかわ蓼方 琢嶢（爾醤の較態や海纏）

ユッブで敏もうとするが

こ1

叱らないでT寡に

　えみ
スト日一を塗鷹

衣暇を嚢のまま着る

避　こ7たい

確をトンネルに硬え

楽く　えろ
幼髭が藩やすい鍛にする

うがいができず飲み込む 実擦にやって示す 捲ちやすいコッフの演臓

ボタンの掛1ア違え 覇ましながら教える
大きめのボタンにして

ボタンの穴を大きくする

なかなか壌ヤけない
縷嵐の謎み鷲かセ
子守環を歓う

メリーをつけて譲で邊い

音棄も懸アるように

一

人
で
食
事
を
し
よ
う
と
し
て
一
1 勘ましながら鞍える

食べこぼしをキャッチでき

るエ　日’　　濃

　このように事前学習を行い，ペア幼児との出会

いの日がやってきた。当日は，緊張しているもの

の，多くの生徒が幼児の目線になって笑顔で話し

かけていた。さらに，なかなか心を開こうとしな

い幼児にも，その様子をそばで見守って待つこと

ができた生徒もいた（図1）。

図1　幼児との出会いの日の様子

5，幼児のためのおやつ作りの取り組み

1）本題材のめざすもの

　夏休み前にふれあってから，3か月ほどふれあ

う活動は行っていない。その中で，今度は「幼児

の食生活」について学び，幼児に適したおやつを

8年生がグループ（4～5人）ごとに考え，一緒

に作って食べるというおやつ作りを計画した。「ど

んなおやっが幼児に適しているか。」　「どんなお

やつなら幼児と共に楽しく作れるか。」　「どんな

盛り付けにすると楽しめるか。」そして，「どの

ように幼児とかかわるとよいか。」など幼児の立
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場になって考える『問い』がたくさんあった。

　この活動を，主に家庭科では幼児の食生活やお

やっの内容（材料・栄養・作り方など）おやつの

意義そして，幼児の心身の発達の特徴とも関連さ

せて学んだ。また，食を通じて，子どもに何をは

ぐくむことができるのか，「家庭や家族の役割」

にも目を向けて考えさせた。

　また，幼児とどうかかわるかだけではなく，幼

児が楽しく安心して活動できる環境を創るために

中学生同士のかかわりあいはどうあるべきなのか

を特別活動の時間にクラスみんなで振り返る時間

を設けた。そのことで，人とかかわることの大切

さや，集団の中での自分の役割を理解しその責任

を果たすことの意味についても学ぶ。

2）　この活動を通じて身につけることのできる力

・ 幼児の食生活について理解を深め，おやつの意

　義を考える。

・おやつ作りについて，幼児ができることを考え，

　共に楽しく安全に衛生的に調理することができ

　る。

・ 幼児の立場になって，気持ちを言葉や行動に表

　し，より人間関係を深めることができる。

・ 中学生同士が，お互い創造的にアイディアを出

　し合い，協力することによって課題を解決でき

　るように取り組む。班で課題を設定→計画を立

　案→試し作り→本番に向けて改善→本番→実践

　を交流し学び合う→評価・改善し見直す→新し

　い課題に挑戦する

・おやつ作りで幼児のために行動することを通じ

　て，自分も家族をはじめこれまで多くの人に支

　えられて成長してきたことに気付く。

・子どもにとって，食生活は生活の基本であり，

　その中で人は精神的安らぎを得たり，家族関係

　をより深められるものであることに気が付く。

・ 幼児とのおやつ作りの振り返りの時間を大切に

　する。幼児とのふれあいから「人との関係を作

　るときに大切なこと」について，意見交流をし

　て，学校生活や家庭生活，そして社会生活にも

　必要な人と人とがかかわる時に大切なことにっ

　いて考えるようにする。

3）　取り組みの過程

　幼児の心身の発達について学び，幼児と出会い，

運動会などを通じて交流を重ねた。そして，夏休

み前に，幼児の食生活の特徴について学び，その

知識をもとに，夏休みに幼児に適したおやつ作り

に取り組んだ。そして休み明けには，その課題を

交流し感想を述べ合う時間をとった。

　子どもたちは，お互い感想を述べ合いながら，

楽しく交流することが出来た。中には，実際に幼

児に食べてもらい，その様子をレポートしている

もの，いりこを使いカルシウム摂取を意識したも

の，盛り付けにこだわったり，魚の形のクッキー

を釣るような設定にしているものなど色々な工夫

やアイディアが見られた。　（図2）

　また，スイートポテトや蒸しパンなど，おやっ

として定番のものもあり，幼児に適したおやつに

ついて，多くのアイディアを交流できた。

　　

噸“e”　諭9t＿’v，靭tW、．・・．。。

驚騨篤∵が
輔）t轍輪・幽v・　＿＿、h、．、

　讃極兜糖惣…　擁
等舗雛識　饗

　轡　　・轡

鳩贈轡榊轡痴轡鞭一

　樗’“㌍三　、

　　　　㍗∵咳ゾ吟

　　ウな　　∵曲藩
糊麟編瓢∫㎜三　　“療
潮醐酬　　　　　　　　　　　㌣欄㈱一

制槻郷鱗㈱瞬嶋撫く撫縮漁隔・
　　　パ　くな　みゆ　がヰ

暫議1搬

謬’．、∵1∬∴◎

郵＿．，．vA．w．　、v∵帰隔

糠欝饗繋軍一t・一…一

一　　く婚

齢。。

　　　伽燃鴫

耀懸：馳

肇蝉解饗懸凱∵．届。・．
　　るあおハセ　　セ　　へ　が　せねゆ

勢雛蕪饗魯讐：讐一▼

瀞恥脚
　　　　　　　継　噛噛境　豚

肇驚戯粛誤轍数㎜
　f掘鱒　　　こ＿．
　’榊タ軸槍殉讐岬甥轡甘轍b°嚇

廊 sww■“b　　　　　　㍉　　　φ

w　 t　

Pt　　　　 　　ヒ

唱撫綴噺　1：’il’
二撒幽．　「
“辮軸　　；’論；：

　・嚇燃㈱棚葦尋奪
嚇研燃、勲喚r副榊・聯静　　・く脚弘恥榊　い醐・

メ’－　blEua／・一一

圃

獄
凱

磯
．灘

欝

勢
　
壷

　図2　夏休みに考えてきた幼児向けのおやつ

　その後，夏休みに考えてきたアイディアを参

考にして，各班で幼児向けのおやつ作りは何に

するのかという話し合いを行った。その時に，

幼児に適しているというだけでなく，特に重点
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を置いて考えたことは，幼児と共に作ることが

できるということだった。また，中学生には，

幼稚園の先生方との話し合いで，幼児さんの視

点に立って幼稚園の先生が話されたことを伝え

おやつを何にするかを話し合う時の条件とした。

4）　幼稚園の先生方との連携の中で

　この活動には，幼稚園の先生方との連携が欠

かせなかった。幼稚園の先生方と話し合った中

で，幼児さんも役割があり，幼児自身も目標を

持つ必要があるということを聞き，その目標を

次のように設定した。

・ お兄さんお姉さんとのおやつ作りを通して、一

　緒におやつを作る楽しさ味わう。

・ お兄さんお姉さんと一緒におやつを楽しく食べ

　ることができる。

・ お手伝いをすることで、自分にもできるんだと

　いう気持ちを持っ。

・ お兄さんお姉さんへの憧れを持つ。

・けがをしないように気をつけることができる。

　また，環境面では次の内容も打ち合わせをした。

・幼稚園の遊戯室へ10個テーブルが出せる。

・ 火（カセットコンロ）の使用可能。　（ただし中

　学生が幼児さんのことを目を離さないで見る）

・ホットプレートなど電気を使うものは，ブレー

　カーが落ちる可能性がある。

・中学校の調理室での活動はさせない。中学校の

調理室へものの準備などで幼児さんも移動して，

何かを共に運ぶだけならいい。　（お手伝いをして

物事の準備にもかかわった方がいい）

　これらの条件を考慮して，表3のように活動す

ることとし，この状況の中で計画を立案させた。

　各クラス10のグループがあり，生徒たちが考

えたおやっの内容は次の通りである。

班 8年1組 8年2組
1 まきこめフルーツクレープ ずんだ飽を使った白玉団子
2 クレープちゃんとクレープ君 炊飯器で作るオレンジ・リンゴケーキ

3 ほくほくポテト くまちゃんホットケーキ

4 ホットくん ビックリボール～何が出るかな～

5 お絵かきホットどら焼き 白・オレンジ・緑のカラフル団子

6 カラフルパンケーキ まきまきケーキ
7 白玉フルーツポンチ しゅわしゅわクラッシュゼリー

8 マロンスイートポテト まるまるもちもち団子

9 かぼちゃのフレークボール ヒーローホットケーキ

10 色々な味の蒸しパン ふっくらおいしい蒸しパン

表4　幼児と共におやっを作ろう　各班で考えたおやっ

　　　　図3　おやつのおいしさの要素

また図3のように，おやつのおいしさの要素を示

し，これらの視点を持って取り組ませた。

　本番では，各班で協力して幼児にかかわる姿

時間 生後の動き 場所 係や教獅の動き備考など
交流の前日
16：00～

待参した材料を調理室へ持っていく
鯛理窒で持参した材料を計豊する
．理　で。理　　など’・な捲　の準　　する

中学校
言周理室

遊戯室の準備

交流の当日
7：30～

各グループで必要な材料の準備
　　の下」’えや講　　　莞、六ど

中掌校
P

必要に応じて遊戯室の準備

1時間目
’

常の授 各
9：40～9；45 △　　　整える　　遡の確麹と　注意など ，理 みんなに　　など禰える
9二45～10：◎0 生だけで，　型　ん迎えておやつ　る， 。理 槍グループが入らない場含小掌校の瞬理蜜を潅りる

拶囎〆喚、

　　　　　　　ハ

鶴灘纏箋搬議謝譲・・ 、．二さくらすみれの駕屋

　　　蓋

係が先に行って幼児さん全員へ
おやつ　りのこと　　しておく

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．ぐ齢膨1

欝金簿と鱒生獺誌気を門》けながら欝鰍欝梅顧蕨
韓鋤セッ樽ン雌お滋っ饗購巻蕉爽轡欝讐：騨灘で胎鵬い⑳蘇雑篠猿繍輿・’・購。，　　　　　　り　徽㌔　つγ　　　　　　　　い’　　　　　　　・’　　　、野戸“

1遊戯窯へ

｛も’

グループごとに　　　’
凄籍ζ3⑧囎“，

　　　　　／　　　「　「
　　　　　〆〆顧匹’擢「甥ノ

　　　　趨ややパ→㍗〈仮称〉麟める　　　欝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　畝ξ・3◎頒躯擾擬ヅ礫しく食べ数が較灘る’　擁鯵、、

、　，　 　　 ，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ，擁
ま　ぺ　・r旧湿恕膚爆　 ㌧、、、　　 ・、，　　’　 ・　　・　ぎ　　　 日　　t，｝t　　　 ，　　　　　 、　、　　 正…　 ”♂es’　　・　　　　・．ヒ｛t

幼稚園
遊戯室

中学生（係）からのあいさつ
幼児さんからのあいさつ

1肇：◎0

1壌：05～

おやつパーティー（仮称）を終わり
片づけ（机の上のことはできる範囲で幼児さんと一一纏に）
中学生が最後は黄任を持って片づける

幼稚園
遊戯室
中掌校
。理

幼児さんからのふりかえり
中学生からのふりかえり
中学生からのあいさつ
　生から

表3　「幼児と共におやつを作ろう」の準備と本番の流れ
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が見られた。　（図4・5）

図4　幼児と共に団子を丸めている様子

図5　幼児をサポートし調理している様子

6，授業の実際（特別活動）

　本番を終えて，　「幼児とのふれあいで学んだこ

と」というタイトルで幼児とのおやっ作りを振り

返る授業を実施した。

○　この授業における人間関係力育成のポイント

　幼児とのふれあい体験の時のお互いの良いとこ

ろを見つけあう活動を通じて，　「幼児とのかかわ

り」を支える「同級生同士のかかわり」に目を向

けさせ，自己肯定感を高める。そして集団の一員

としてより良い人間関係を築くために，自分に何

ができるのかを考え，これからの生き方を考える

きっかけとなるようにする。

○　単元設定の背景

　家庭科の幼児についての学習では幼い頃を振り

返り，家族をはじめ多くの人に支えられて今の自

分があることに気付くことをめざしている。この

自分が大切にされた経験こそが「自己肯定感」の

土台である。本単元は，年問通じて取り組む「幼

児とのかかわり」の第3次として設定した。幼児

とのふれあい体験を振り返るだけでなく，同級生

同士のつながりに目を向けさせた。お互いの良い

ところを見っけ自己肯定感を高め，　「人と人との

関係を作る時に大切なこと」は何かを見つめさせ，

それがこれからどう生きるかの問いにつながるよ

うにした。

○　生徒観

　8年生では「時間を大切に自分を大切に人を大

切に」を昨年から学級・学年目標として掲げ，お

互いを支えあい認めあい高まっていける集団をめ

ざしている。しかし，本学校園では，幼児期から

ほとんど構成メンバーが変わらないため，人間関

係が固定化したり，仲間に対しても決めつけた見

方をしている場合もある。また，自分に自信が持

てず，気持ちをおさえて周囲に合わせて生活した

り，反対に仲は良いが，言動に配慮がなく，相手

の立場に立ち切れていない実態もある。異学年交

流は継続的に行ってはいるが学んだことを同級生

同士の人間関係に生かし切れていない実態もある。

○　指導観

　子どもたちの人間関係力は，あらゆる活動にお

いて育まれるが，本単元は，特別活動・総合的な

学習の時間そして家庭科と関連づけて横断的に取

り組み，また次にあげる点に留意することで効果

的な指導ができると考えた。①1年間継続した学

びになるようにペアを決め，さらにグループを作

りペアとのかかわりだけでなく同級生同士のかか

わりを意識させる。②活動の計画段階からおやつ

作りのカードやワークシートに幼児とのかかわり

や同級生とのかかわりでいいところを見つける内

容を盛り込む。③幼稚園の先生とも連携し，幼児

や中学生同士のかかわりを異校種の複数の教師の

視点で見守るようにする。④幼児とふれあう写真

を見て，本番では気が付くことのできなかった幼

児の表情に気が付いたり，自分自身だけでなく，

クラスの仲間がふれあう様子をプラスの視点から

見つける機会を設ける。
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○　本時の目標

　仲間の良いところを見つけあい交流する活動を

通じて，①自己肯定感を高め，今後の生活の中で，

お互いが認め合って，自分の役割を果たしながら，

②より良い人間関係を築いていこうとする意欲を

高める。

○　授業の流れ

生徒の活動 教師の働きかけとねらい

①本時の学習課題を自分
自身で設定する。

「おやつ作りで見つけた仲間のい

②おやつ作りを写真で振
り返る。

気付いた様子をメモする。

「幼児とのかかわり」「同級生同士
のかかわり」2つの視点で見させ
る。

③仲間の頑張っていたと
ころを相手に伝えて班で
交流する

前時に出し合っていたプリントを参
考に，声に出して相手に伝えさせ
るようにする。

④班で交流した内容を，ク
ラスでさらに交流する。

一人ひとりの良さを，クラスみんな
で共有させるようにする。

⑤どんな思いでそのような
行動をとったのかを考え，
発表させる。

頑張っていた行動には，その人の
思いがあるのでその気持ちに気付
くことができるようにさせる。

⑥今日の授業を通して，ど
んな気持ちになったか感
じたことを書いて発表す
る。

書いたことを交流させる。はじめに
示した目標と照らし合わせて発表
させる。

○　授業後の生徒の感想より

　上記の本時の目標に照らし合わせ，「①自己肯

定感②より良い人間関係への意欲」について記述

している部分に印を記入してみた。一例として，

生徒が書いたワークシートも示す。　（図6・7）

【ワークシートの記述より一部抜粋】

・ あまり考えずに行動していた所も，①，Z！，tltztl111111．EIJ（．＞E1iR　　と

して受けとめてくれていてとてもうれしかったみんな幼

児さんのために色々な工夫をしていてすごいと思った。

・ 今日はいろんな人の頑張っていた所を聞いて自分以外の

人が色々な事を頑張ってこの会が成功しているんだなと

思った。1自分なりに頑張っていたことが他の人からほ

められたりしてすごく嬉しかったし自分もすごいと思う

ところがあったので真似できたらいいなと思う。

・ みんなの頑張りがもっと分かって，その人の気持ちも分

かった。意外に思う行動もあり，面白かった。7年の交流

会のことを生かせたこともあると思う。例えば幼児に自ら

話しかけて，退屈そうだったら折り紙をいっしょに折るな

どもできていたので，今回はいい会になったと思う。

・ 自分の班に集中していたけど，改めて全体の様子を知る

ことができた。一番に思ったのはみんな小さい子に優しい

ことだ。普段から小さい子が苦手だと言っている人もいざ

となればちゃんと行動できて，優しさを見せることができ

るんだと思った。②この経験を，普段人とかかわるときも

出せたらすごく良いと思う

・ 班のメンバーの良い所を出し合い交流した。そして「ど

のような思いでこんな行動をとったのか」さらに深く考え

た。行動には意図がしっかりあり，幼児さんが安全で楽し

めるおやつ作りにつながっていると思った。当たり前の事

でも「幼児さんを優先して考えること」が定着しているの

は良いことだと思った。幼児だけでなく，仲間とも深くか

かわれた会だったと思います。

・ 本番では，自分の役割を果たすのに一生懸命で，他の人

に目がいってなかった。でもみんながどうだったとか他の

人から自分がどうだったとか交流し合ってみると，⊆墨

な（自分をA’む）のことがだんだんわかってくるような気

墨0君の発表を今回したけど他の人ももっと良

い所がたくさんあったと思う。幼児との交流会で，②幼堤

さんの事だけでなく人とのコミュニケーション能力もで

きてきたんじゃないかと思う。何しろ今回は色々なことを

学べたし楽しかった。大成功だったと思う。今回学べたこ

とを次に生かしていけたらいいなと思った

・ ②自分たちは幼稚園から同じ人たちと過ごしているので，

もっと他の人や今と違う人と関わったほうがいい。

・ おやつ作りを通して，さりげない気配りや役立つことを

したり成功への鍵だと思いましたこれを生活の中に取

り入れ他の事でも生かしていければいいなと思いました。

誰にでも丁寧な対応をすることが最も良いことだと改め

て感じました。

・私は普通に行動しているだけだと思っていたけど，⊆塵

の人たちはちゃんと見てくれていたんだと思い嬉しく

魑他の班の人たちのを聞いてすごいなあ周りを見て

くれているなあと思った。いつもと違うことをするとその

人の新しい一面が見れて面白い。

・ 2みんな「いつもとは違って…　幼児さんに優しかっ

た」とか言っていたけど，それができるということは，そ

の力がもともとあるのに使ってないだけなのがもったい

tsV　tS　t　pa．．V　N＊　Lk
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紬smu“enswtrmeeie・me　t価驚舎t～卿閣㎜τ
1．幼児さんとのおやつ露りの融り組みの中で，厩の鱒簡について，良かった点や

がんば，ていたなあと思うことを友の2つの幌点で盤書いてみよう．

蜜た．ク，ス砂ん4で映0を脚ら身える噂鵬劃障とうと皐い塞す。

笥に裸点②にっいては，本番だけではなく，今塞での峨り籔みの中での様子を鍛り返って書いて下さい，
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7A寵　　しょ’払　・鷺ちし　せの
璽聖

らro一し 一 一 のぜ幼1↑二ちも、
やちも　Aいキつ、よが．訪．

図6　班の仲間の様子について書いたもの

糊馳献凶艦一f鋤7制醐闘麟幽引曝鵡
　　　　　esasas’Ut
聾・零剛構懸．貨費劇齢轄蝉マ鷲咽鴇な藏蔭鱒竸．蘇鱒熱糞輪購郭、

薩線矯鰯嘱頓図隔1轍蝋鑑綴削陵鷺恥秀．

薫

図7　写真を見て交流した後の感想を書いたもの

7，おわりに

　実践例の子どもたちの姿や授業後の感想からも，

昨年度に引き続き家庭科の時間の取り組みを特別

活動と関連させて取り組んだことにより，より子

どもたちの学びが深まったといえる。

　まず一つ目に，家庭科で身に付けた幼児の食生

活に関する知識・技能を生かしそれを発揮する場

を設定したことで，学んだ知識を実生活に生かせ

るという実感を伴った経験ができた。また，昨年

度の地域の方との交流学習の経験を生かせたとい

う声もあり，学びを積み上げることができた。こ

れは家庭科で身に付けた知識や技能がより高次で

確かなものになり「生きる力」を育むことにつな

がっている。

　二つ目に，人とかかわる力は学校生活のあらゆ

る活動において育まれる。その中でも特に，家庭

科では幼児・高齢者など他者とかかわる力を重視

している。このたびは，特別活動などと関連付け，

教科で学んだ知識を土台として，相手の心情に触

れる活動を行うことで，より思いやりを持ちなが

ら人とかかわる力を育むことにっながった。

　最後に，今年度の取り組みのキーワードは「自

己肯定感」である。家庭科で幼児について学ぶ視

点から考えると，自己肯定感は幼いころからの家

庭での家族のかかわりがその基盤になる。その家

庭の機能をも学びながら，特別活動でお互いの良

さを認め合う活動を取り入れることで，子どもた

ちは自分の幼い頃を振り返ったり，幼児とかかわ

る楽しさや一人ひとりを認めることの意味を再認

識する。その中で自分も仲間から認められること

により自己肯定感が高まり，より他者への思いや

りを育むことができる。

　以上のことからも，家庭科と特別活動などの他

教科との関連をはかることで，子どもが教室での

学びを実生活の中でも生かし，思いやりを持って

他者と豊かにかかわり合いながら生活実践力を高

めていけると考える。
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